
別記様式第１号（第１の２関係）

　年　月　日
保健学研究科運営委員会委員長　殿
修士論文等研究計画書

　　年入学

　　　　　　　学領域　　　　　　　　　　　　　　　　学生氏名　　　　　　　　　印　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教員　　　　　　　　　印
	研　究
テーマ
	

	研究目的等
	

	研究計画

（対象・方法・予測される結果など）
	


別記様式第２号（第１の３関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日
保健学研究科運営委員会委員長　殿

　　　　　　　　　　　　修士論文等研究計画検討結果報告書

　　年入学

　　　　　学領域　　　　　　　　　　　　学生氏名　　　　　　　　　　印　

指導教員　　　　　　　　　　　印　　　　検討委員　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	研究テーマ
	

	検討結果

（改善すべき点を含む）
	


別記様式第３号（第２条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
    保健学研究科長　殿
修 士 論 文 題 目 届
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年入学
                  　　　　　　           　　 保健学専攻博士前期課程
                 　　　　　　            　　 領　　　域                                
                      　　　　　　       　　 氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　  印
          下 記 の と お り 届 け ま す 。
記
 （題　目）



                           　　　     　           指導教員名　　                        印
別記様式第４号（第２条関係）
　　年　　月　　日

  保健学研究科長 　殿

特定の課題についての研究題目届

                                 　　     　　　　　　年入学
                  　　　　　　           　　 保健学専攻博士前期課程
                 　　　　　　            　　 領　　　域                                
                      　　　　　　       　　 氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　  印
　　下 記 の と お り 届 け ま す。

記

 （題　目）



                           　　　　               指導教員名　　                        印
別記様式第５号（第２条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
学　位（修士）申　請　書
    保健学研究科長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年入学
                   　　　　　　          　　 保健学専攻博士前期課程
                   　　　　　　          　　 領　　　域                                
                   　　　　　　          　　 氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　  印
                 　　　　　　                 指導教員名　　　　                        印
　　　　この度、下記の学位論文（正本１部，副本３部）を添え、
　 修士（看護学・保健学）の学位の授与を申請いたします。
記
 （題　目）



                   　　　　　　                 　　　　      　　　　年　　月　　日　受理
別記様式第６号（第２条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
学　位（修士）申　請　書
    保健学研究科長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年入学
                   　　　　　　          　　 保健学専攻博士前期課程
                   　　　　　　          　　 領　　　域                                
                   　　　　　　          　　 氏　　　名　　　　　　　　　　　　　　　  印
                 　　　　　　                 指導教員名　　　　                        印
　　この度、下記の特定の課題についての研究の成果（正本１部，副本３部）を添え、修士（看護学・保健学）の学位の授与を申請いたします。
記
 （題　目）



                   　　　　　　                 　　　　      　　　　年　　月　　日　受理
別記様式第７号（第２条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　保健学研究科長　殿
修　士　論　文　要　旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　年入学
                     　　　　　　　　　　　　　　　保健学専攻博士前期課程
領　域                             　
氏　名　　　 　　　　　　　　　　　印
  論文要旨
	 　論文要旨作成要領
       ・論文タイトル名を和・英併記する。
 　　 ・本文は2000字程度とし、枠（左余白20㎜、右余白15㎜、下部余白15㎜）で囲む。
 　　 ・活字字体は、10ないし11ポイントとし、２頁にわたってよい。
       ・目的（はじめに）、対象、方法、結果、考察、結論（まとめ）に準じて記載する。


別記様式第８号（第２条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　保健学研究科長　殿
特定の課題についての研究の成果要旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　年入学
                     　　　　　　　　　　　　　　　保健学専攻博士前期課程
領　域                             　
氏　名　　　 　　　　　　　　　　　印
  研究の成果要旨
	 　研究の成果要旨作成要領
       ・論文タイトル名を和・英併記する。
 　　 ・本文は2000字程度とし、枠（左余白20㎜、右余白15㎜、下部余白15㎜）で囲む。
 　　 ・活字字体は、10ないし11ポイントとし、２頁にわたってよい。
       ・目的（はじめに）、対象、方法、結果、考察、結論（まとめ）に準じて記載する。


別記様式第９号（第４条関係）
修 士 論 文 審 査 の 要 旨
	 報告番号
	 保修第　　　　　　　　号
	  氏　　名
	

	 論文題目
	 （和英併記）

	 審査委員
	 主　　査
	                                印

	
	 副　　査
	                               印
	  副　 査
	印

	審査日付
	　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日
	

	　　・本研究科における学位論文の審査に関する評価の観点に基づく審査結果について、

修士論文要旨とは異なる文章で審査委員（主査）が作成する。

　　・１頁にまとめる。


別記様式第10号（第４条関係）
特定の課題についての研究成果審査の要旨
	報告番号
	保修第　　　　　　　　号
	氏　　名
	

	特定の課題についての研究題目

のの研究題目
	（和英併記）

	審査委員
	主　　査
	　　　　　　　　　　　　　印

	
	副　　査
	　　印
	副　 査
	印

	審査日付
	　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日
	

	 　　・本研究科における特定の課題についての研究成果の審査に関する評価の観点に基づく

審査結果について、特定の課題についての研究の成果要旨とは異なる文章で審査委員
（主査）が作成する。

　　・１頁にまとめる。


別記様式第11号（第４条関係）
最 終 試 験 の 結 果 の 要 旨
	 報告番号
	 保修第　　　　　　　　号
	  氏　　名
	

	修士論文題目又は特定課題についての研究題目

	（和英併記）

	 審査委員
	 主　　査
	                         　印

	
	 副　　査
	                         　印
	副   査
	印

	審査日付
	　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日
	 所要時間
	　　　　　時間　　　　　分

	　　・２頁以内にまとめる。
　主査及び副査の３名は、学位申請者・・・・・・に対し、論文等の内容について質疑応答を行うと共に、関連事項について試問を行った。具体的には、以下のような質疑応答がなされ、いずれについても満足すべき回答を得ることができた。
　・
　・
　・
　以上の結果から、３名の審査委員は本人が大学院博士前期課程（修士課程）修了者としての学力と見識を充分に具備しているものと判断し、修士（看護学又は保健学）の学位を与えるに足る資格をもつものと認めた。


